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1979年の初,ま だ日本とECと の貿易不均衡がしきり

に取沙汰され, 日本が大いに非難されていた頃のことで

あるc ECの或る外交官を招いて,T究会を開いた.かれ

はいう。

「日本と西欧との間に Culture cOniに tは ありませ

んじあるの1ま ec()noinic conflictだ けでしょう.J

そしてそのしばらくあと,何気なしにかれは,

「でも日本人はなぜもっとはっきりと自分の立場を説

明してくね,な いのでしょう。貿易不均衡についてECに
も責任があるのは判 ります。だから,日 本が自分の立場

を大い1■説明すれば COnflictは 減るでしょう。 ()っ と主

張すべきですJと 言った.すかさず ,

「それこそ文化の違いですよ。日本人は余り強く自己

主張すると逆効果だと考えます。やはり文化摩擦はあり

ますネー」

と日本い|が コメントして大笑いになったものである.

「文化摩擦Jと はこういった異質の文化が接触したと

きに起こるもろもろの対立,混乱をさすこところが「文

化」も「摩擦Jも さまざまな使われ方をしている語で,

定義が必要になる。

まず日本語の「文化劃という言葉の使われ方を勉強し

てみて,いかにそれが多様に使われているかにおどろい

た。 また, ヨーロッパ語圏における Culture(kultur)

という語 t A C Kroeberと Clyde Kluckhornの 共著

C″′ιι/′ ,■ Cガ′lε ′́R′υル
`″

0′ Cο″ο″おαπグDiル″′″‐

οπs,Random Housel New York,1963を 読むと,近

代の著述のなかでかなり恣意的に使われていることがわ

かる。

そこでそれらを整理すると4つ にまとめられよう。第

1は ,「刑罰や脅迫を用いないで民を教化すること」 と

いう漢語本来の意味である。明治日本では文明開化とは

ぼ同意で,野蛮から文明へ進歩する意味合いを含めて使

われた。この場合ほぼ文化と文明は同じ内容だと考えて

よかろう。「文化国家」「文化勲章J「文化の日Jな どの

衛 藤 藩 吉 (東京大学)

文化はこのような含蓄をもつ。第 2に は,も っと通俗的

な用法で,単に便利なとか改善されたという意味をもっ

たにすぎない。「文化01宅」「文化鍋」などがこれである。

第 3は英語の Cultureの 訳で,人 FFDが 自然に対してその

知恵を使って何ものかを作り出すことをいう。元来は地

を耕して作物を栽培する語源か |っ 転じて,今 日は主とし

て芸術活動や教育活動をさす場合が多い。「文化財」「文

化交流J「文化事業Jな どはこの意である。第 4は ,第

3の意味をさらに発展させたもので,すべて人間の作り

出したものを通ずる象徴と意味のシステムをさす。そォ1,

はその人間集団の価値,規範,知 1識,信仰,感情,倫理 ,

世界観,人生観,美意識など人間の観念領域の複合全体

を総称する。つまり比叫i的 にいえば,あ る人間集団の文

化とは,そ の集団の構成員tl思惟様式,風俗,習慣,行

動様式,制 l質 ,文物のすべてに編み込まれている色合い

みたいな1)の である。私たちが使う「文化Jは この第 4

の意味に定義したい。

つぎに「摩擦」という語の定義は「文fヒ Jよ り簡l llで

ある。異質の文化が接触するとまず心IIF的緊張・葛藤が

おころぅ次の段階で緊張や葛藤に耐えかねて何らかの行

動をおこす。そして相手もそれに反応して行rllす る。こ

れが COnfictでぁる。つまり,心理的緊張・葛藤を位置

のエネルギーが静止してストックになっている状況に喩

えれは,cOnflictは 位置のエネルギーがフローの状況に

なり,エ ネルギーが顕在化した状態に1識 えればよ力。ろ

う。この COnflictを 紛争とか対立とか訳さず摩擦 とし

た理由は単純である。「摩擦 J といえば少しは中立的な

意味合いを持つだろうと考えたからである。事実,文化

摩擦は異質の文化が接触したとき必らず発生する現象で

あり,今日の相互依存の緊密なネットワークに編み込ま

れた国際社会では日常的に生起する。文化摩擦の過程を

たどって,は じめて文化の変容や伝播が可能になるの

で,文化摩擦は決して人類にとってマイナスのみに働く

現象ではないのである。

文化摩擦の定義について
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研究分科会 の近況

政策決定部会

渡 辺 昭 夫 (東京大学)

政策決定部会は,大別してつぎの二種類の活動を今後

計画しています。

第一は,従来も行なってきた個々の会員による研究報

告で,近々に予定しているのは,次のとおりです。

7月 5日 (土)午後 3時 長尾格会員 (ICU社会科

学研究所助手)「 ECの政策決定過程」東大教養学部

(駒場)第八本館 4F418号室。(こ の会合は国際統合

部会との合同で行ないます。)

7月 26日 (土)午後 3時 太田亮会員 (ICU大学院

博士課程)題 未定。

原則として会員の自主的申出に従って会合を開きます

ので,上野隆生会員 (東京大学)ま たは渡辺宛,御希望

をお知らせください。なお,糸区統的に会合の通知を希望

される方は,葉書で結構ですから,同 じく上野または渡

辺宛にお申出ください。

第二は,部会を基礎としながらも一応それとは独立し

たかたちで,共同研究を進めていくことを計画していま

す。幸い今年度の科研費の申請が通りましたので,官里

政玄会員 (琉球大学)を代表者とする9名で「サンフラ

ンシスコ講和条約をめぐる政策決定」をテーマとする共

同研究に着手します。第 1回 の打合ゎせを7月 12日 に行

う予定です。詳細は追ってお知らせします。

秋季研究大会のお知 らせ

日本国際政治学会

日   時 :昭和55年 11月 1日 (土),

会   場 :中 央 大 学 (八王子)

共通テーマ :80年代の国際政治(冽

|

`

2日 (日 )|
|

|

名古屋国際政治史研究会

福 田 茂 夫 (名古屋大学)

昨年秋以来,名古屋地域の研究者を中心に次のように

「名古屋国際政治史研究会」を開催して来ました。

第 1回 目 11月 7日 (水 )

テーマ :福田著『第二次大戦の米軍事戦略』の合評

報告者 :義井  博 (名市大)

第 2回 目 12月 5日 (水)

テーマ :「 ウィルソンとモンロー主義 ―『アジア・モ

ンロー主義』との関連」

―
―
―
―
Ｉ
Ｌ

報告者

第 3回 目

ア ー マ

報告者

第 4回 目

ア ー マ

報告者

第 5回 目

ァ ー マ

報告者

第 6回 目

テーマ

報告者

第 7回 目

テーマ

報告者

第 8回 目

テーマ

報告者

第 9回 目

ァ ー マ

1草間秀三郎 (愛知県大)

1月 9日 (水 )

I Charles A Conant,Russia as aヽ Vorld Order

(1899)について

1中 山 治‐ (愛知学院大)

2月 6日 (水 )

「戦後国際政治史の時期区分」

1柳沢英二郎 (愛知大)

3月 12日 (水 )

1山田浩著『核抑止戦略の歴史と理論』の合評

1山田 敬信 (広島大)

4月 16日 (水)

「軍縮と世論の形成」

1杉江 英一 (中京大)

5月 7日 (水)

|「 ドイツ現代史研究の動向」

1義井  博 (名市大)

6月 4日 (水 )

「現代国際社会における中立の概念」

広瀬孝夫 (岐阜教育大 )

7月 2日 (水)

America and the Vヽorld,1979(Foreign

ffairs)に ついて

福田 茂夫 (名古屋大)

A

報告者 :

学会活動報告 (1980年 1月 ～6月 )

2月 9日  1979年度 第 5回運営委員会の開催

3月 4日 維持会員を対象とする懇談会の開催 (於 竹

橋会館), 講師 :西村文夫 (日 本国際問題研

究所), テーマ「ソ連の国内情勢と第二世界

政策J

4月 4日 維持会員を対象とする懇談会の開催 (於 竹

橋会館),講師 :宇野重昭 (成嘆大学),テ ー

マ「中国の『四つの近代化』路線と日中関係

の将来」

5月 23日  1980年度第 1回運営委員会の開催

5月 24日 ～25日  1980年度春季研究大会の開催 (於 神

戸学院大学),大会出席者約230名 ,懇親会出

席者約100名

5月 24日  1980年度第 1回理事会の開催

24日  1980年度第 1回総会の開催

24日  機関誌「国際政治」第64号 (1980年度第 1号 )

『国際開発論』の発行,配布

5月 25日  1980年度第 1回編集委員会の開催

6月 12日  維持会員を対象とする懇談会の開催 (於 竹

橋会館),講師 :木戸分 (神戸大学),テ ーマ

「チトー後の東欧情勢」

(大畠英樹)
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石田栄雄先 lL

ノく は1    +F(帝京大学)

早稲田の石田先生によると,大隈老侯の事業は早稲

田大学として,後世に残ったが,かの山県元帥の椿山

荘は,高級料亭となっているにすぎないという。元

''の二F宅 は小田原の古稀庵も一時料亭になっていた。石

田先生は,『大隈侯85年史』の引用でも,原著の標題

にない老侯と論文に書いてしまわれた位であった。

石田先生は明治42年 7月 17日 の御出生,石川県の御

出身であった。早稲田大学法学部大学院では中村進午

博士の指導のもとで国際法を研究された。昭和16年か

ら外務省嘱託として,国際法,国際事情 を担当 され

た。昭和20年中央大学講師,昭和21年 早稲 田大学講

師,昭和28年から本年 3月定年退職迄,早稲田大学専

任教授であった。早稲田大学の相撲部長の外,多年早

◇ 学 会 会 計 だ よ り

宇 Iチ 重 Bi(会 計主任)

去る5ブ124日 の総会で御報告中しあげましたように,

日
=和

54年度の学会財政は,会員の皆様の御協力と,20同

年記念特集号 (61・ 62合併号)の順調な売れ行 きによ

り,大幅な黒字を記録することができましたcこ こに感

謝申し上げます。しかし55年度は,会費を現状にすえお

いたまま,学会機関誌年 3回発行 (従来は 2回 )の体 Hiリ

に踏み切ったため,会費納入率が90バーセントを越えて

も (従来 |ま 80パ ーセント台),なお年度末に若千の不足

が見込まれております。そこで下記のように好評の機関

誌を増刷することにしました。いつものように会員価格

で頻布しますので,葉書または電話でお申しこみいただ

きたく御協力のほどお願い中しあ|デ ますtと くにゼミナ

ールゃ読書会などでまとめて購入していただきますと幸

いに存じます3

1 増脚l機関誌

61・ 62合併号 (20周 年記念号)2,400円
64号 (国際開発論)      1,200円

2 申しこみ先

(186)国 立市中 2-1 -橋大学磯野研究館内

細谷研究室 (0425721101内 409)

(160)新 宿区西早稲田 1-6-1
早稲田大学社会科学部

大畠研究室 (032034141内 64(,8水 のみ)

(180)武蔵野市吉祥寺北町 3-3-1 成瞑大学

宇野研究室 (0422515181内 468水のみ)

大雄弁会会長を勤められた。

戦後,石田先生が外務省外交文書室に来 られたの

も,大長内閣時代の大工 4年の日華条約 (いわゆる21

か条要求)の 史や1閲 覧のためであった。広島の堀川武

夫先生より若千先きであった。2F■川先生の学会での発

表に際し,活発に質問をして居られた。当時はタクシ

ーなどなく,御不自由な身体で国電の駅から歩いて通

われた。その頃は外務省編『 日本外交文書』も,ま だ

明治時代の編さんであった。

御元気/~l頃 , 日本国際政治学会理事として,関西方

面の学会に出席され,各地で教え子の歓迎を受けられ

た。学園紛争の頃,人一倍愛校心の強い先生は, とく

に学校の状況を嘆き悲しんで居られた。先年から御病

気で,定年退職の送別会も,最終講義も実施できず ,

5月 21日 肝硬変で亡くなられた.早稲田大学を愛し,

大限老侯を尊敬した明治生れの石田先生の雄弁を再び

間けないのは悲しいことである。

海外ニューズ

ISA年 次 大 会 に 参 加 して

岩 島 久 夫 (防 衛研修所)

今年 3月 19日 から22日 までロスアンジェルスで恒例の

lSA年次大会が開かれ,私は19日 と20日 と2日 間だけ

であるが参加してきた.全会期出たかったが,中国に招

かれ訪中と合わせて出掛|テ たため, 自分の関係するセッ

ションだけで切 り上 1す 帰国せぎるを得なかったことは残

念であった
=

ISA大会今年の主テーマは「導きの手と隠された手

一国内および国家間の安全・福祉・環境を管理するJ

「Guiding Hands vs Hidden Hallds:lvlanaging Security,

ヽヽrelfare and Environment ヽヽ「ithin and Alnong NatiO_

nSJで , 事務局員の話では約 1,000名 の参加者が国内外

から集まったそうである。

私が関係したのは19日 4■前のパネル「中LFl・ 日本およ

び超大国家J(China,Japan and the Superpowers)と 同

日午後の「米国外交政策におけるアジアJ(Asia in U_

S Foreign Policy)で ある。日本人になじみ深いエマソ

ン元駐日公使 (現 スタンフォー ド大学)の顔も見られ ,

その他米国のアジア通がそれぞれ30名 くらいづつ参集し

て活発に議論が展開され,丁度米中日関係が世界の焦点

になっていた時だけに,私の訪中体験にも忌憚のない質

問などが出て,有意義に過すことができ,ま た多くのこ

とを学んだ.
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会議全体の雰囲気については紹介できないが,初 日19

日夜のプリーナリー・セッションにおける2人の「リア

リス トJ国際政治学の泰斗′ヽンス・モーゲンソー (元 シ

カゴ大学,現ニュー・スクール・フォー・ソーシャル・

リサーチ教授)と ジョン・ヘルツ (ニ ューヨーク市立大

学名誉教授)のスピーチ「リアリズムの再来J(Redism
Revisited)の 貫禄は,さ すがだという気がした。大ホー

ルに満ちた専門家ばかりの聴衆を前にして,たっ´ヽ1り 2

時間を魅了した迫力は,そ こに居あわせたくぅのでないと

わから)ないだろう。

日本からは,本学会理事長の細谷千博先生も参加され

たが,役員の立場で忙しくしておられたので,私が代っ

てこのリポートをさせて頂いた次第であるし私はISA
大会には,か ってフルブライ ト研究員として2年間滞米

していた頃からこの10年 間に数同参加しているが,参力1

の度に極めてフレッシュな感激にも似た刺激を受けてき

たことを,最後に一言付け加えさせて頂いてこの稿を終

ることにしたい。

(注 1来年は 3月 18日 ―-21ロ フィラデルフィアで開催

さオじる。)

VISAか らのた より

ジョン・ヴィンセ)卜 (事務局長)

VISA年 次大会が1979年 12月 17日 から19日 までキー

ル大学にて開催されました。総会ではカリフォルニア大

学バークレー分校のケネス・ウォルツ教授, ミシガン大

学のアリ・マルイ教授,そ してバージニア大学のアダ

ム・フトソン教授の報告がありました。また,イ スラム

とはl ris政 治,国際交渉,国際資源問題,国際法と国際組

織などに関係するパネルがもたれ,さ らに国際組織に対

する教育と国際関係の調査に関する特別セッションが開

かれました。会議は大変に成功をおきめ,それについて

の報告は最新号BISAの ニューズレターに掲載されま

り
~。

本年度の大会はランカスター大学にて12月 1511か ら17

日まで開かれる予定です。皆様の行「参力画を心から歓迎い

たします。

フランスの教科書になる最近の傾向

佐 波 友 哲 (国士館大学)

最近,欧州へ行く機会があり,特に英仏で国際関係に

関する最近のテキス トを中心に検分・人手することがで

きた。ここではフランスのそれについての印象と傾向を

簡単に述べてみたい。

『 国際関係論』(Les Relations lnternationales)と 題

したテキス トは米英日と比較すれば遥かに少ない (米英

からの翻訳書は皆無に等しい)が ,それでもここ4～ 5

年の間に次々と発表されている。ただこれら数冊のテキ

ストは,みな法学を中心とした数10冊の社会科学叢書の

中にそれぞれ収められているのが特徴であり,こ のこと

から判断する限り,フ ランスにおける国際関係論は法学

や政治学の片隅にあって,決して日米におけるような流

行の感を与えない。

しかしそれらの内容を見ると,今や米国流の理論が花

盛 りといった様相である。例えば,170頁たらずの入門

書である D Colardの 著書 (1977)は アングロサクソン

の理論を ①古典的現実主義,②科学的アプローチ,③

機能的・体系的アプローチ,の 3つ に分類し Q Wrigh,

H.J.Morgenthall等 の業績を紹介し (第 1章 ),国際ゲ

ームの行動主体として国家以外に国際組織や トランスナ

ショナルな勢力を挙げ (第 3章), 非同盟政策や第二世

界の問題に触れ (第 8章 ), そして終章で平和研究にま

で言及している (第 10章 )。

著名な THЁMIs叢書に収められているC ZOrgbibe

の著書 (1975)で は,フ ランスの学者と共に,H Kissi‐

ngerか ら M・ Kaplan,K.」 .Holstiに至 るまで引用 さ

れ,行動主体をテーマとした部ではやはリトランスナシ

ョナル勢力も取り上げられている。また同じ叢書にある

P Braillardの 『国際関係の理論』(1977)は まさに大学

の教科書の体裁で各章はすべて①序②文献③テキス ト,

の 3つに分けられ③の部分 は H・ MOrgenthau,S HO‐

ffmann,0.Young,D.Singer,K.Deutsch等 の著書や論

文の に
さわり"の部分が10数頁にわたって原文をそのま

ま仏訳し紹介している。方法論から戦略,紛争,統合理

論に至るまで現代米国国際関係理論が登場し,仏語で書

かれてあるのを除けば,ま るで米国の大学で使用するテ

キストそのものといえよう。他に唯物弁証法的立場をと

る P―F.Gonidecの著書 (1977)も システム論や統合論

の章では米国の学者を引用している。

以上の他にも伝統的な社会学の立場に立つ著書や米国

流のアプローチに批判的なものもある。だが何れにせよ

伝統的立場を固執し,「理論Jに批判的 (或いは無関心)

であったフランスにも米国国際政治学界の大波が押し寄

せてきて,も はやそれを無視できない時にきているとい

う印象である。「フランスよおまえもか」 という感も禁

じ得ないが,これも時代の趨勢と考えるのは筆者だけで

はあるまい。
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原 稿 募 集 し ま す

一―編集委員会 (主任 川田侃)だ よリーー

◇機関誌第68号『日豪関係の史的展開』

(仮題)編集について

1981年夏刊行予定の機関誌C8号 は, 日豪関係を特集テ

ーマとすることに編集委員会で決定されました。日豪関

係を主題とする研究論文集の試みは,本学会ばかりでな

く日本では初のものであると思います。編集計画の細部

は,未だ日まっていませんが,戦前・戦後にわたり,ま

た取扱う問題についてもできるだけ多面的な領域をカバ

ーしたものにしたいと考えています。

たとえば,戦前については移民,通商,安全保障の各

分野に関する周到な分析,戦後期については日米豪の関

係,ASEANや 南太平洋諸島などの地域的ひろがりと

日豪との関係などt,ト ピックとして取上げたいと考えて

います。いろいろアイデアをお寄せいただければ幸いで

す。

なお,収録論文は全吉「で9本 (特集テーマ以外の く独

立論文〉を含む), 1本の長さは400字 で約50枚 ,原稿の

最終締切 りは1981年 3月 末です。御関心のある会員は,

テーマと要旨 (400字で 1～ 2枚程度)を添えて1980年

9月 末までに,当方までお申出ください。できれば,執

筆予定者の顔ぶれが揃った段階で1～ 2回打合わせのた

めの会合を開きたいと思います。

編集責任者 渡 辺 昭 夫

◇機関誌第67号『相互浸透システムと国

際理論』の原稿募集について

本号では,相互依存の強まった現代国際社会に,理論

的な分析を7111え ると共に国際政治の新しいパラダイニ、の

模索を試みたいと考えております。

この特集にあたり,テーマと関連した論文を二篇公募

致します。論文は,400宇詰原稿用紙50枚以内 (■を含

む)。 締切は,1980年 10月 末日必着です。奮って下記宛

御投稿をお願い致します。

編集責任者 自 井 久 和

◇機関誌書評原稿募集について

新設の書評小委員会は,石川―雄 (国立音大)が世話

人となり,小沼新 (宮崎大),高松基之 (帝塚山大),黒

川修司 (横浜市大),猪 口邦子 (上智大),波多野勝 (慶

應大大学院)の各会員をメンバーとして発足しました。

1981年度分からの書評欄の企画を担当します。

つきましては,1981年度分の書評および書評論文の原

稿を募集します。書評論文は400字 ×30枚以内 (註を含

む),書評は15枚以内です。書評論文については, テー

マと書評対象書のリストを,書評についてもその対象書

を10月 末日までに下記宛ご連絡下さい。月ヽ委で企画・検

討の後に正式に執筆依頼を致します。尚,限 られたスペ

ースのため,技術的その他の注文のつく場合があります

ので予めご承知おき下さい。

編集責任者 石 川 一 雄

<編集 状 況 に つ い て >

秋の大会に向けて機関誌第65号『社会主義とナショナ

リズム』 (編集責任 :中西治)と 第66号『東アジアと日

本一その史的考察』(編集責任 :臼翔跡美・藤井昇三)

の編集が進行中です。

1981年分としては,第 67号『相互依存システムと国際

理論』(編集責任 :臼井久和),第68号『 日豪関係』(編

集責任 :渡辺昭夫),第 69号『国際関係の思想』(編集責

任 :初瀬龍平)の 3冊が予定されています (いずれも仮

題 )。 82年度分については,現在尚検討中のため, 次号

の本紙において広告致します。

◇関連学会秋季大会のお知らせ

日本政治学会

国際経済学会

国 際 法 学 会

アジア政経学会

日本 平和学会

10月 18, 19日

10月 18, 19日

10月 25, 26日

11月 8,9日

11月 15, 16日

北九州1大学

名古屋市立大学

成瞑大学

東京外国語大学

京都芸術大学
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1.「財団法人日本国際政治学会寄附行為」および

「会員規則」についてのお知らせ

本年 5月 24日 の理事会において,「 財団法人日本国

際政治学会寄附行為Jお よび「会員規員lJについて,

次の 2項 目が議決され,同 日の総会において,こ れ

が諒承されました。その内容は以下のとおりです。

A 「財団法人日本国際政治学会寄附行為Jの読み

かえおよび運用に関する申合わせ

1.理事会 (第 17条)について

И 理事会のもとに,運営委員会を設ける。

(口)運営委員会は,理事長,日 1理事長および理

事長が指名する約 6名 の委員 (理事)と ,編

集委員会主任,ニ ューズ・レター委員会主任,

会訓主任および事務局長で構成される。

2 常務理事 (第 11条 )に ついて

И 常務理事は,こ れを運営委員 と読みかえ

る。

3.理事および監事の選任 (第 11,19条)について

lrl 理事および監事の各候補者は,評議員の互

選によって,評議員のなかから選出する。

同 選挙方法は郵送投票方式 による。評議 員

は,所定の投票用紙に理事候補者氏名 (20名 )

および監事候補者氏名 (2名 )を連記のうえ,

選挙管理委員会に郵送する。

17bl 理事定員35名 のうち,約30名 は得票順に選

び,残 り約 5名 は,選挙管理委員会において,

得票に地域や専攻分野を加味して選出する。

監事については,得票順に3名 を選出する。

日 選挙管理委員会は,運営委員および運営委

員会が委嘱した若千の会員で構成する。

困 選出された理事および監事の各候補者に対

し書面をもって・ L任の承諾を求めるc

lbl 候補者の辞退によって定員に満たない場合

は,次点者を候補者とする。

(村 承諾をえた候補者について,総会において

報告し了承を求める。

4 評議員の選任 (第 15条)について

И 評議員候補者は,評議員候補者選考委員会

において選出する。

(口)評議員候補者選考委員会は,運営委員およ

び運営委員会の委嘱する若千の会員をもって

構成する。

|ヽ 評i■t員候補者選考委員会は,会議を開いて

日に掲げる評議員候補者選考基準に従って候

補者を選出する。

l―l 評議員候補者の資格は,会員になって満 2

年を経過した専任講師およびこれと同等以上

の会員で,70歳をlltえ ない者とする。

問 評議員候補者の選考に当っては,候補者の

専門や地域性,年齢等を考慮に入れるc

内 評議員候補者に対し,書面をもって就任の

承諾を求める。

(日 承諾をえた候補者について,総会において

報告し了承を求める。

5 改 正

この申合わせの改Jiは ,理事会における出席

理事の過半数の賛成をもって決定する。

6  F付  貝」

この中合わせは1980年 5月 24日 から施行する。

B「会員規則Jの うちの「1 通常会員規程」の政I
l.通常会員規程 (新)

И 本会の通常会員は,国際政治,国際政i台 史

並びにこれに関連する国際経済その他の学術

を研究する者および国際分野での調査・実践

に従事する者にして,会員 2名 の推薦 を得

て,理事会において承認された者とするこ

日 本会の通常会員のうち,一 般会員は年額

5,000円 ,学生会員 (原則として大学院生)は

年額3,500円の会費を負担するものとする。

い 通常会員にして退会を希望する者は,理事

長に届け出るものとする。なお, 3年以 Lの

会費未納は,退会の意思表示とみなされる.

(■ 通常会員にして本会に多年貢献した者を名

誉会員として理事会において推薦する。その

推薦手続きその他は,別にこれを定める
=

2.次期理事・監事および評議員の選任についてのお

知らせ

以上のうちのA項 3お ょび 4に規定された運用手

順に従って,本年7月 より次期理事・監事 (任 期

1980.10～ 1982.9)お ょび次期評議員 (同 1980.9～

1982.8)の選任作業が開始されますc具体的には,

評議員候補者選考委員会による次期評議員候補者の

選出 (7月 20日 ころ)か ら,新理事会による次期理

事長・副理事長 (同 198011～ 1982.10)の 選任 (11

月 1日 )に至る作業が順次行われる予定です。

以上のとおりです。何卒よろしくご理解・ご協力賜

わりますようお願い申し上げます。

(大畠英樹)
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新 著 余 滴

『 南太平洋の現実 と国際協力』

(財)アジア太平洋研究会刊   斎 藤 鎮 男

最近の新聞や雑誌をにぎゎしている事件の一つに「ニ

ューヘブリーデス島の独立と反乱」という問題がある。
昨年の11月 の選挙で「ヴァヌア・アク党」が勝利を収め,

英仏共同統治という世界史上稀に見る珍らしい統治形態
に終止符をうってこの7月 30日 に独立を宣言するという
その直前になって,エ スプリッツ・サント島.タ ンナ島,

アオバ島の三島で次ぎつぎに反舌Lと 独立の動きが発生し
たのである。正確な情報はつまびらかにしないが,メ ラ
ネシアに特に顕著な部族間対立がその基盤にあり,それ
に火をつけたものが自人入植者たちの動き――エスプリ
ッツ・サント島ではフランス系白人の土地所有をめぐる
不安感,あ るいは一種の新興宗教を基盤とする少数アメ
リカ人の動きなどがあった一―でぁり,それが島の人々

のカーゴ・ヵル ト的 い情を煽ったょうに見うけられる。

南太平洋はこれまでアフリカやその他の地域に比べて

極めて平和裡に独立への道をたどってきた。そしてこの
3月 にホノルルで開かれた「太平洋諸島会議Jの特徴で

もあった「パシフィック・ウェイ」という新らしい文化

?創造への道さえ展望されてきたのである。
だから静かな池に一石が投じられたというF「象は拭い

難い。もちろんニューヘブリーデスの事件が連鎖反応を
引き起すということは考えられない。しかし1981年 には

ミクロネシアは四つの地域に分れて米国との連邦あるい

は自由連合という新らしい道を選ぶ ことになっている

し,仏領ポリネシアの核実験場の存在という問題も今後
いっそう大きく浮び上ってくる可能性をもっている。
われわれがほぼ 2年の歳月を費してこの春出版 した

「南太平洋の現実と国際協力Jと いう研究の成果は,こ
のような現実の動きの中でその価値をさらに高めるもの

と確信しているし,ま た太平洋をめぐる諸国家間の平和

的協力の必要は今後より現実的かつ緊要なものとなって

いくであろう。

『 欧州共同体 (EC)の 研究』(共編)新 有堂

義 清

1952年 に発足した欧州共同体 (EC)は 68年に関税同
盟と農業共同市場を完成し,経済統合を進展させたが,

現在激動する国際社会においてその政治的役割が注目さ

れている。

周知のように,ECに関する実証的ならびに理論的研

究は欧米において急速に発展し,国際政治学の重要な研

究領域となっている。

しかるに,わが国における研究は経済および法律的ア

プローチ中心に進展し,政治力学の分析は遅れて出発し

たのであった。われわれが76年春国際統合研究会を結成

し,国際アクターとしてのECの重要性と体系的な研究

の必要性を主張したのはこのような状況においてであっ
た。以来 4年間,われわれは如水会館や私学会館を会場
にして毎月初F究発表と言」論を重ね,時には場所をかえて

深夜まで討論を続行しれこともあった。本書はこのよう

なりr究会活動の所産なのである。

本書の編集は細谷千博氏と私が担当したが,構成およ

び執筆者は次の通 りである。

1.欧州統合の理念とその歴史的展開 (田 中俊郎)

2 地域統合理論とEC(南義清)

3 EC政策決定システムと主要諸機関 (鴨武彦)

4.ECにおける共通農業政策の形成 。発展と委員会の

役害1(南義清)

5 欧州統合と民際勢力 (中原喜一郎)

6 欧州建設の新展開 (高柳先男)

7.ECの拡大 (田 中俊郎)

8 ECの対外関係 (大限宏)

9.EECと 開発途上国 (大隈宏)

10.ECと コメコン (細谷千博 )

11.ECと 日本 (細谷千博 。大限宏)

しかしな力■),ECの全体像の提示には今後さらに多

くの問題領域,例えば111経済通貨同盟,12)エ ネルギー政

策などの共通政策,131欧州議会,欧州理事会などの制度

的発展,Ⅲ I第二次拡大,15'ECと アメリカ,中 国,AS
EANな ど各コ, 地域組織との関係, 161 E Cと 国際平

和,な どの分析・・i~明 が必要であると考えている.そ し

て,なによりも学会の皆様の御批判,1'「 教示を仰ぎ,今
後の発展を用したいと思っている。

学会が創立されたのは昭和31年であったから,そろ

そろ1/4世
紀を迎えることになる。この間,歴代理事長

のもとで学会は大きく飛躍し, 今や会員 1,000名 ,年
間予算1,000万 円を越す大きな存在となった。とくに,

細谷現理事長時代に入って,学会はその組織,活動 ,

財政などの諸点で大いに整備され,いまだに本家主流

意識から兄貴分風を吹かしたがる日本政治学会や国際

法学会を凌駕する勢いにあるのは嬉しい次第である。

しかし,急成長を続けた学会であるし,こ れだけ大

きな存在となっただけに, 会員の中には,「 よりよい

言覇春t18F象 1冨 語
1芳 亀

「

鷲

か。本学会を運営しているのは,主 として理事会と,

その常務的機能を果している運営委員会であるが,そ
れらの機関が動脈硬化をおこさないためには,何より

も会員の生の声がそこに到達するコミュニケτション

の手段を確立しておくことが必要である。

ニューズレターに設けられた「会員の声」欄の重要

な役割の一つは,正にその点にある。会員が,学会執

行部に考えてもらう素材を提供するこの場が「百花斉

放,百家争鳴」となることによって,学会はマンネリ

ぽ9ビ■
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会 員 に よ る 新 著  (昭下口55年 3月 まで,未完)

奥原唯弘『世界の機密保護法』世界H報社,1978年 11月

高橋通敏編『国際経済条約資料』11),新有社,1978年 11

月

浦野起央・西修編著『資料体系アジア・アフリカ国際関

係政治社会史』第 7巻憲法資料,パ ピルス出版,1979

年11月

浦野起央編著『資料体系アジア・アフリカ国際関係政治

社会史』第 4巻第 1分冊,ア フリカ(1),パ ピルス出版

1979年 11月

浦野起央・勝藤猛編著『 シリーズ国際関係に1-中東と国

際関係』晃洋書房,1979年 11月

鹿島正裕『ハンガリー現代史』亜紀書房,1979年 11月

林理介『 日本人の二重構造―知日と反日のわかれ日』秀

英書房,1979年 11月

A.J.ラ イダー (高橋通敏訳)『 ドイツ政治・外交史―

ビスマルクからブラントヘ』 I,新有堂,1980年 2月

HA.キ ッシンジヤー(桃井真監訳)『 キッシンジャー秘

録』 I,Ⅱ ,Ⅲ ,小学館,1979年 12月 ,80年 2月 ,3月

松本三郎・福永安祥編『東南アジアの展望』勁草書房 ,

1980年 3月

西村文夫・辻村明編『現代ソ連の社会と文化―現代ソ連

論13)』 日本国際問題研究所,1980年 3月

神谷不二編『朝鮮問題戦後資料』Ⅲ, 日本国際問題研究

所,1980年 3月

西川潤『平和と
《
もうひとつの発展"一国際関係を見る

眼131』 ダイヤモンド社,1980年 1月

本間長世編『 アメリカ世界11)』 有斐閣,1980年 1月

秦郁彦『日中戦争史』原書房,1979年 12月

衛藤藩吉他『国際関係論』上,東大出版会,1980年 3月

川端正久『政治学と民族植民地問題』法律文化社,1980

年 3月

市川■i明 編『 日韓外交史料』第 7巻,原書房,1980年 3月

矢野揚『東南アジア世界の論理』中央公論社,1980年 3月

今川瑛一他『新インドシ′ナ戦争』亜紀書房,1980年 1月

事務局ニューズ

編 集 後 記

大変むし暑い日が続いておりますが,会員の皆様には

お変りございませんか。第12号ニューズレターは予定外

の原稿が入ったりしたため,急に8ページ建に変更しま

した。このため編集委員一「nl,最近になく大苦戦で,御

届けするのが少し遅れたことを御詑びします。(K.M.)
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ニューズ・ レター委員会

〒108東京都港区三田2-15-45

慶應義塾大学法学部松本二郎研究室内

発行人 細 谷 千 博

編集人 松 本 二 郎
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